
 

 

 

  
 

狂言学習始まる！ 
 １０月２７日（木）は、今年度初回の山口耕道先生による狂言指導の日でした。 
 最初の１時間は、５・６年生が山口耕道先生からご指導をいただきました。６年生 
は、今年度が狂言発表会の本番の年です。そして、５年生は、来年度（平荘小学校が 
閉校する年）が狂言発表会本番になります。５年生は、６年生の前向きな姿を体で感 
じながら、同じ空間で狂言学習の最初の時間をともに過ごしました。 

５・６年生合同の狂言学習≪１０月２７日（木）２校時≫ 

山口耕道先生のお話より 
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狂言を演じる時には、
自分の中で、その役をど
うとらえるかが大事で
す。５年生、６年生にな
れば、「あの人は、～な人
だ。」と性格付けをされて
しまいますが、『役を演じ
る』ということは、そう
いう自分とは違った性格
を演じるということで
す。例えば、ふだんは元
気いっぱいで活動的であ
っても、役がおとなしい
人物であれば、おとなし
く役を演じるということ
です。ふだんの自分とは
違う人間を演じるという
ことです。変化を楽しみ
にしています。 
 ふだん、おもしろいこ
とをいう人だと言われて
いると、自分の中でおも
しろいことを言わなけれ
ばならないと思ってしま
います。私はそうでなけ
ればならないと錯覚を起
こしてしまいます。これ
では、おもしろくありま
せん。 
役を演じることをきっ

かけに、新しい自分自身
を発見してほしいです。
そして、今までの自分を
打ち破ってほしいです。
狂言を通して、変身をす
る楽しさを勉強してほし
いです。 

 

狂言（伝統芸能）
では、『練習』（習い
きたえる）という言
葉は使いません。
『稽古』と言いま
す。「いにしえ
（古）のことを調べ
る・探す」ことを意
味しています。 
『練習』という言

葉は、明治時代に外
国から入ってきまし
た。それ以前は、
『稽古』と言ってい
ました。 

 狂言の中で知りた
いことは、自身で探
してほしい・調べて
ほしいと思います。
せっかくだから、山
口先生にきいてみよ
うと思ってほしいで
す。 
質問する前に、自

身で調べた方がよく
身に付きます。
Google より事典の
方がよく身に付くと
思います。 

 

 狂言は、想像力をもたな
いと観られません。狂言で
は、扇がいろんな物に変身
します。例えば、お酒の銚
子（ちょうし）としてお酒
を注ぎます。杯（さかず
き）にもなります。 

 狂言では、動作に言
葉をつけることで、想
像力を助けます。 
 狂言では、いろんな
人物が登場します。普
通に元気な人の歩き方
は、胸を張ってさっそ
うと歩きます。どうも
調子が悪い人の歩き方
は、目は伏し目がち
で、歩幅も小さくなり
ます。年を取ってきた
ら、腰をかがめて歩き
ます。 

歩く時に、足を外向きにするか内向きにするかで歩幅が変わります。歩く
速度で、男性か女性かを表現します。演じ方を工夫して表現します。 



今年度、６年生は、観る側から演ずる側にかわります！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

猿唄を唄いました 
 ５・６年生は、山口先生の猿唄を耳で聴きながら、後について一緒 
に『猿唄』を唄いました。途中から、山口先生と同じように身体で拍 
子をとる子が何人も出てきました。子どもたちの興味と意欲がよく伝 
わってきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 ６年生のみなさ
ん、今年は、演ずる
側になります。狂言
は、観ている人たち
が想像することによ
って成立します。役
所の役割は、観てい
る人たちに、より想
像していただきやす
いように演技をする
ということです。 

 言葉は、観ている人にきちんと伝えましょう。身体の動きは、
その役の動きで、例えば山伏の役ならば、山伏に見えるように演
じましょう。客席と舞台とが一体化することが大事です。５年生
は来年が本番です。 

 

今から『猿唄』を唄います。真似
をしてください。みなさん、正座は
できますか？背筋を伸ばして、口を
しっかり開けましょう。 

『唄』は、気分が高揚した時に出
てきます。自然と動きにリズムが
生まれてきます。『唄』は、自分の
身体からリズムが出てきたものだ
そうです。 
和歌の「三十一文字」俳句の

「五七五」、短歌の「五七五七七」
は、ことばがリズムになって自分
の身体から出てきたものです。 
音楽は受け身ではなく、自分か

ら発信していくものと捉えるとい
いでしょう。  何かを発信したいという気持ちは必ずあります。それを必

ず表に出す、そのきっかけに、狂言をしてほしいです。 
 狂言を通じて、人様に観られる経験をしてほしいです。隠
れられない経験をしてほしいです。一挙手一投足、顔の表情
の全てを観られているという経験をしてほしいです。 
 観られていることを意識すると、自分の顔の表情が豊かに
なります。人に観られるから格好良くなります。みんな一人
一人の中にある格好良さ、観られることによって、みんな自
身が変わります。緊張するけれども・・・。 
 マスクをすると、思い切って笑えません。顔の表情は全て
筋肉でできています。顔の筋肉を鍛えましょう。 
 顔の筋肉が表情を作ります。 
笑う・泣く・怒る・驚く・びっくりする・・・こういうふ

だんの何気ない行為が表情を作っています。場所をわきまえ
なければならないこともありますが、自分の感情をむき出し
にしてもいいと思います。その場として、狂言の役の中で表
現してほしいと思います。役を演ずる時は、感情を押し込め
てはいけません。 

 狂言は、何と！６５０年続いてい
る芸能です。おもしろくなかったら
続きません。おもしろくなかったら
たちまち消えるのが芸能の世界で
す。だからこそ、魅力があるので
す。稽古しながら作っていくので
す。世界各地に芸能があります。芸
能は、人々の生活の中で、大事にさ
れてきています。狂言は、形を変え
ずに続いている（６５０年）世界最
古の芸能です。途中、江戸時代に、
歌舞伎として形を変えて枝分かれを
しました。日本語は言葉の数が多
く、同音異義語があり、ことばの芸
能が生まれやすいのが日本語です。 


